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要旨 ：最近，プ レス トレス トコ ン ク リ
ー

トお よび プ レ キ ャ ス トコ ン ク リ
ー

ト （以 下，PC お よび PCa）に お い

て，アル カ リシ リカ反応 （以 下，ASR ） に よる劣化事例が発 見 され て い る。本研究 は，　PC お よび PCa に お け

る ASR 劣化の 事例を部材の 使用 ・環境条件や骨材 の 反応性，コ ン ク リ
ー

トの 配合，養生条件などより検証し

た もの で ある。そ の 結果、ASR に あま り注意が払われなか っ た川 砂や 山砂に よ る ASR の 発 生お よび ASR 抑

制 対 策 以 後 の 劣化発 生 よ り問 題 点 が 明 らか に な っ た 。

キーワード ：ASR ，
　 PC ・PCa， 使用 ・

環境条件 ， 配 合 ， 養生

1．はじめ に

　PC お よび PCa は，橋梁や舗装 ， タ ン クなどに使用 さ

れ て きた が，それ らの 部材 に ASR に よる劣化 が発 見 され

て い る
s｝

。 通 常 ， PC お よ び PCa は ， 高強度 の コ ン ク リ

ー
ト （低水セ メ ン ト比）で あるの で，ASR に対 して は，

水分や ア ル カ リの 移動度を 低下 させ る こ とに よ る抑制効

果 と ， 単位セ メ ン ト量 の増大 （ア ル カ リの増大） に と も

な う促進効果 との 相反する要因が あ る と され て い る。ま

た、PC お よび PCa で は蒸気養生やオ
ー

トク レ
ープ 養生

が実施され る こ とも多く，それ らが ASR を促進す る要因

に な る こ と が指 摘 され て い る
2｝。

　一方 ， ASR 抑制対策 （昭和 61 年 ） 以 後 ， わ が 国で は

ASR の 発 生 が減少 し て きた の は 事実で あ る e し か し，当

時は ， 反応性骨材の 種類と コ ン ク リートの 配合，構造物

の 使用 ・環境条件な ど との 各種 要 因 の 組合わせ に よ り，

構 造 物 の ASR に よ る劣化 状況 が 大き く相違す る こ とが

十分に 把握され てい なか っ た 。 ま た ， ASR に よ る劣化事

例は 公 表され て い ない もの が 多くあ り，ASR 発生 の 原因

が 実際 に ど こ に あっ た の か が十分に 究明されて お らず，

ASR 抑制 対 策 に そ の経験が活 か され る こ とがなか っ た

の は 残念 な こ とで あ る 2｝
。

　本研究は，PC および PCa に おける ASR 劣化の 特徴 を

調 べ る と ともに，それ ぞれ の ASR 劣化 の 事例 を部材 の 使

用 ・
環境条件や骨材の 反 応性 ，

コ ン ク リートの 配 合 ， 養

生条件な どか ら検証 した もの で ある。

2．■査凝要

2．1PC および PCe　es村の 擬憂

ASR 劣化 が発 生 した PC お よび PCa部材 の 概要を表
一

1に示す。PC お よび PCa の ASR に よる劣化状況の 現地

調 査 で は，ひ び 割れ の 幅 と形 態，変色，ゲル の 滲 出，部

材 の 変形お よび 鉄筋 の 腐食 ， な ど を測定した 。 ま た ， 設

計図書 よ り，骨材の 種類 とそ の 反応性，コ ン ク リートの

配合 と養生条件，部材の 使用 ・環境条件 につ い て 調査 し

た。PC お よ び PCa の コ ン ク リ
ー

トの 配合を表
一2に 示

す。ま た，部材 よ りコ ア を多数採取 し，コ ン ク リ
ー

トの

力 学的性質を稠 べ る と と もに ， ASR ゲル の 生成状況お よ

び そ の 化学組成 を 酢酸ウラニ ル 蛍光法 お よび エ ネル ギー

分散型 X 線回 折装置付き走査型電子 顕微鏡 （SEM −EDS ）

に よ り測定 した。

表一1 隣 壷 対 象 とな っ た 1℃ ・PCa部 材 の 羅要

コ ンクリートの 種類

郁材の種類

建設

年 次

（年）

設量

場所
骨材の 種類

蹠

蓄準強度

（N  
2
）

セ メン ト

の 種顕 細骨材 粗骨材

事例 1 PCa 　I （石川県・捷壁） 1996 山 間部 BB 山砂 安山岩砕 石
寧 30

事例皿 PCa 且（石 川県・電柱） 1999 市街地 OPC 川砂
’

川砂利 50

事例皿 PCa皿 （詈山県・ロックシェ ッド） 1980 山間 部 皿 川 砂 川砂利
亭 74

事例1v PCI （東京都 ・鮪裝） 1998 港灣部 OPC 山砂
喀

石灰石砕石 40

事例 V PCE （響森県・水槽） 1980 市街地 刪 川 砂 安 山岩砕 石 章 40

事例v【 1℃ 購饑験体（事例検証用） 2005 市街地 刪 安山 岩砕砂
寧

宏山岩砕 石
寧 50

OPC ： 管通ボ ル トラ ン ドセ メ ン ト，88 ： 高炉 セ メ ン トB種，　 HPC： 早強ボル トラ ン ドセ メ ン ト

＊ ：酢酸ウ ラニ ル 蛍光法仁 より飆 ゲル が 確認され た 細 ・粗骨材

il 金沢大学大学院　 自然科学研究科　社会基盤 工 学専攻　 （正会員）

°2金沢大学大学院　自然科学研究科　社会基盤工 学専攻　教授　工 博　　（正会員）
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表一2PC およ び PCaの コ ン ク リートの 配 合

単 位敢 kg1  ）
事例

Gm 眠

（  ）

Sl  P

（cm ）

Ak

（％ ）

W κ）

（％ ）

評a

（％ ） WCSG 混和剤

PCa　I 20 8士2 2士1 493518237062212040 ．74

PCa皿 20 8±2 2±1 31 碣 1605207469837 ．8

PCa 皿 20 3土1 2±1 28341344806141237 一一

PCI 20 8±2 2±1 353317249253311375 ，31

PC 皿 25 8±2 2±1 コンクリ
ートの 配合不明

PC 梁 試 験体 2510 土2，52 士1 38　　　　44　　　150　　　395　　　839　　　1048　　　　　1．2

写真
一1　 PC梁 部材 の 劣化 状況 （材齢 15ヵ 月 ）
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図一1PC 梁試験体の 膨張率およびそり量の 経時変化
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2．2　PC梁の 鯔R劣化の 検証賦験

　屋 外 自然環境下 にお け る，PC 梁 の ASR 劣化 の 特徴 を

把握する目的 で， PC 梁の 膨張率や超音波伝播速度，そ

り量な どの 測定 を実施 して い る。PC 梁試験体 は，断 面

15（  ×300rnrnx長さ3000mm に ISI5．2 の nc 鋼材を 下縁

よ り 5〔  皿 の 位置に 1 本 配 置 した もの で あ る。骨材 の

ASR 膨張を早期に 発生させ る た め に ア ル カ リ （NaCl）を

等価 Na20 量 で 10kgtm3に なる ように 添加 した 。 初期養

生条件 は蒸気養生 （60℃） と し，打設 後 18時間 経過後，

プ レテ ン シ ョ ン 方式に て プ レ ス トレ ス を導入 した。 そ の

後，約 2 週 間経過 した 後に，岐阜県の 工 場敷地内に て約

2年間暴露 した
3｝・4）。

3．rc梁の 弼 R 劣化の 轉徽

　屋 外暴露を実施した PC 梁試験体の 膨張 率お よ び そ り

の 経時変化 を図
一1に示す。PC 梁試験体 （反応性骨材 ；

安 山岩 砕 砂 お よ び砕 石 ） は暴 露 開始 よ り膨 張 が 始 ま り，
一

夏経過後 に は特徴的なひ び 割れ が発 生 した。すなわ ち，

PC 梁試験体 の ひ び 割れ は、上 部 と下 部の 拘束条件 の 相違

よ り， 上部で は亀甲状の もの
， 下部で は PC 鋼線に沿 っ

た水平方 向の もの が卓越する とい う形状に な っ た （写真
一1 参照）。同時 に ，上 部 と下部 との 膨 張率 の 相違が PC

梁試験体に大きなそ りを発生させ た。

　能登 地方 にお ける PC 桁 の ASR に よ る 劣化 事例 （反応

性骨材 ：安山岩砕石 ）を写真一2お よ び 3 に 示 す。 PC 箱

桁の 事例 （写真一2 参照）で は ， 施工 時 の 打 ち継ぎに沿

っ て 水平方向の 大 きなひ び 割 れ が 発 生 し，ASR ゲ ル が ひ

び 割れ か ら滲 み 出 て い た 。 PC 箱桁 は 構造的 に 内部に 水

が溜ま りや すい の で，長期 に わた り ASR が進行 し，大 き

な損傷が発 生 した もの と考え られ る。一方，一般的な 形

式で あるボ ス テ ン PC 桁 の 事例 （写真
一3参照）で は，降

雨 の 影響 を受 け る 耳桁に て ASR 劣化 が も っ と も進行す

る傾向があ り ， 桁端部や 下 フ ラ ン ジ部 に PC 鋼材に 沿 っ

た ひ び 割れ が発 生 した。特 に ，海岸部 や 凍 結防止 剤 が 散

布され る地域 で は，水分や塩分 の 浸透 に よっ て PC 鋼材

の 腐食が促進され る懸念があ る の で ， 厳 しい 塩分環境下

で は PC 耳桁の 表面塗装 （写真一4 参照）を 早期 に実施

す るの が効果的で あっ た。

　ASR が発 生 した PC 桁 で は，　PC 鋼材 に 沿 っ た ひ び割 れ

が 生 じるが，ひ び割れ 幅 が 05   皺 と比 較的小 さV ・こ

とが 特徴である。しかし，写真
一1に示す ように，PC 桁

に 発 生 した 変形やそ りに よっ て，桁端部や沓座付近 に て

コ ン ク リートの 局部的な破壊 が 生 じる こ とが あ るの で，

維持管理の 際には，それ らの 箇所を注意 して 点検す る必
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写箕一2　PC箱桁の 劣化状況 写真
一3　ボス テ ン PC桁の劣化 状 況

写真一4 ボス テン PC耳桁へ の表面塗装処理 写真
一5　コ ン クリ

ー
ト製品 （PCa　I）の劣化状況

要 が あ る。

4．コ ンク リ
ー

ト製贔の 《SR事例の検旺

4．1R 隔 製贔の ASR　“例 （D

　PCa製品 （井桁擁壁）の ASR に よる劣化状況 を写真一

5 に 示す。こ の PCa部材で は，約 2 年 で コ ン ク リートに

幅 0．5〜1．Omm の ひ び割れ が発生 し ，
コ ン ク リートの 表

面 が一
部分はく離 した。ま た，PCa 部材 は 断面が 薄く，

鉄筋 量 も少 ない た め に ， ASR に よる 膨張に よっ て 横梁部

材 で座 屈も発生 した 。 さ らに ， こ の擁壁 の あ る道路で は ，

凍 結防止剤 が多量 に 散 布され て お り，ひ び 割れ か らの 塩

分 の 浸入に よ り，鉄筋 が顕著 に腐食 して い た 。
コ ン ク リ

ートに は 細骨材 と して 川砂 〔非反応性），粗骨材 と して安

山岩砕 石 が 用い られて い た。安山岩砕石 は，化学法 （JIS

A1145 ）の 結果 （　Sc　＝　332mmoM ，
　 Rc・242mmeM ，

ScRc ＝1．37）よ り，「無害で ない 」 と判定 され た もの で あ

っ た。こ の た め，PCa 部材 に は ASR 抑制 対策 と し て 高炉

セ メ ン トB 種が使用 され て い た。高炉セ メ ン トを使用 し

た に もか か わ らず，ASR 劣化 が発 生 した 原因 と して は，

高炉 セ メン トB 種の 置換率が 38％ 程度 〔推定値） と小 さ

か っ た こ とが 指摘で き る。こ の 事例 は，コ ン ク リートに

使用 し た 安山岩砕 石 の 反応性 が 高 く，同 時 に 蒸気養 生

（70℃）も実施 され て い た の で ， 高炉 セ メ ン トB 種 に よ

っ て ASR の 発 生を完全 に は抑制す る こ とが で きなか っ

た 事例で あ る。

4．2PCa 　N 晶の 咫 R劣化事例 ClD

　PCa 製品 （電柱）の ASR に よ る劣化状況 を写真一6に

示 す 。 この PCa製品 は ， 市街地に 設置され，日射 お よび

水分の 供給を常時受け る環境条件 に あっ た。建設後 2，3

年で ， 地面 に近い 箇所に ， 1℃ 鱒 に 沿 っ た幅 1  盤

の 縦方向の ひび 割れ が発 生 し，コ ン ク リートの 変色お よ

び ASR ゲル の 滲出も確認 され た。コ ン ク リートに は 富 凵］

県内の 川砂と川砂利が用い られ て い た。PCa 製品の 水セ

メ ン ト比 は 31％で，蒸気養生お よびオー
トク レ

ープ養 生

が 実施 さ れ て い た 。 PCa 製 品 は 単位 セ メ ン ト量 が

S20 gtm3で あ り ， その アル カ リ総量は 3．6  読m3 とな っ た。

化学法 （∬SAI145 ）の 結果 よ り，使用 した川 砂 お よび 川

砂利は Sc　k よび Rcの 値が ともに 50   。M 以下で あ り，

「無害」 と判定 され て い た。しか し，コ ン ク リ
ー

トの 反

応 の 痕 跡 を調 べ る と，川 砂 に は 安 山岩 粒 子 （黒 色）が 少

量含まれて お り，その 周囲に ASR ゲル が観察され た 。 こ

の 地 域 （富 山県）の 川 砂 は化 学法 （JISAI145）の 判定 ラ

イ ン 付近 に プ ロ ッ トされ る もの が 多くあ り，通常の 品 質

管理 試験 （半年に 1回 の 試料検査）で は，骨材 の ASR 反

応性 を適切 に 評価 で き な い 場合が あ る こ とが 指 摘 され て

い る
S）。こ の ように，ク リス トバ ライ トや オ パ ー

ル を含
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（a）縦方向の ひ び割れ　　　（b）ASRゲル の 滲出

写真一6　コ ンク リート製品 （PCa皿）の劣化状況

写真一7　コ ン ク リート製品 （PCa皿 ）の 劣化状況

材 の 脚部 で は鋼材腐食に よる錆汁や断面欠損 も観察され

た 。 PCa 柱部材 か ら採取 した コ ア の ひ び 割れ 状 況 を写 真

一8に 示す 。 】℃ 部材の 側面の ひ び割れ は 2 本 の PC 鋼棒

を通 っ て部材断面を貫通 してい た。酢酸 ウラニ ル 蛍光法

に よ る観察結果 よ り ，川砂利中に含まれ る安山岩粒子 （黒

色）の 周囲 に ASR ゲル の 生成が 確認 され た 。 本事例 で は，

ASR に よ る ひ び割れ が凍結融解の 繰り返 しに よ り さ ら

に進展 したもの で あり，ASR と凍害との 複合劣化が誘発

された事例 と推察された 。

写真一8　コ ア を貫通 した ひ び割れ

有す る火 山岩粒子 が混入 す る川 砂 は，ペ シ マ ム 現 象 が顕

著に 現 れ るの で，化学 法 （JISAll45） で 「無 害」 と判 定

された 場合 に も ASR が 発生するこ とが ある こ とに注意

が 必 要 で あ る。した が っ て ，単位セ メ ン ト量が 多 く なる

正℃a 製品 で は ， 骨材の 品質管理 と して よ り厳 しい 試験法

（例 え ば，少 量 の 反応性骨材 の 検 出 に適し た ASTM

C1260 やデ ン マ
ー

ク 法）を採用する な どの 対処 が 必要 で

あ っ た。

4．　3　PC8製 贔の 轟SRl二よ る劣｛匕叢例　（III）

　PCa 製品 （ロ ッ ク シ ェ ッ ド）の ASR に よ る劣化状況 を

写真一7に示 す。PCa 柱部材 は ASR 抑制対策以前 に製造

され た もの で，建設 後約 30年 が経 過 して お り，立 山 山 麓

の 山 間部に 設置され てい た 。 骨材に は新潟 県 内の 川砂お

よび 川砂利が 使用されて い た。こ の 川砂利 と 同
一

採取地

の 骨材 に よ る 化 学 法 〔JIS　 AI145 ） の 結 果 で は ，

Sc＝22mmoM ，　 Rc＝92mmoM ，　 ScRc ＝O．24 とな り，「無害」

と判定され た。しか し，ASTMCI260 の 膨張率は 14 日材

齢で 0，23％ とな り，「有害］ と判定された
6，。PCa柱部材

（設 計基準醸 ：74N1 
2
）騨 位 セ メ ン ト量 が 480

kg加 3
で あ り，その ア ル カ リ総量は 3．9kgtrn3とな っ た。

PCa 柱部材の ひ び割れは拘束 の 影響 が 強く現れて お り，

柱 部 材 の 縦方 向に 1℃ 騨 に 沿 っ た幅 2〜 3  の ひ び 割

れが 発生 した。また，凍結防止剤 が散布され た PCa 柱部

5．現場打ち rc　z ン クリ
ー トの A訳 劣化事例の検証

5．1PC 　N襲の 燃 に よる劣化事例 （1》

　pC 舗装の ASR に よ る劣化状況を写真
一9 に 示す。　 PC

舗装 （東京港湾岸） は 日射お よび水分供給をともに受け

る厳 しい 環 境 に曝 され て い た 。 PC 舗 装 は 建設 後 約 2年 が

経過 した 時点 で 舗装表面 に幅 0，5〜1．（  m の ひ び割れ が

発生 し，拘束鉄筋量 が 少ない 構造 で あるの で ，そ の 後す

ぐ に破壊 し， 取 り替 え られ た 。 PC 舗装で は ， プ レ ス トレ

ス に よ り軸方向の拘束を受け る中央部で は nc 鋼材 に 沿

っ た ひ び 割 れ （写其
一IO参照） と な り，拘束 の ない 端部

で は亀甲状の ひ び割れ （写真
一11 参照） となっ た。本

PC 舗装は，コ ン ク リ
ー

トの ア ル カ リ総量は 約 22  ノm3

で あ り，規 制 値 の 3．Ok9’m3 以 下 で あ っ た 。
　 PC 舗 装 に は

粗骨材 と して石 灰 石砕石 ， 細骨材 と して 山砂 が 使用され

て い た。石 灰石 砕石 は化学法 （JISAI145）が適用 で きな

い 骨材 で あ る が，わ が 国の もの は ASR が発生 しない こ と

が 知 られ て い る （諸外国で は石 灰 石 中の 微晶質石 英に よ

り ASR が発 生 して い る事 例 が あ る）。

一方 ， 凵］砂 は化学

法 （nSAI145）で 「無害で な い 」 と判定され，モ ル タル

バ ー
法 （JISAI146） で 「無害亅 と判定され てい た。しか

し，モ ル タル バ v −・法 で は 0．08％ の 膨張率 （判定基準値

0．100％ 以 下 ）があっ た 。
コ ア の 破断 面 の 観察よ り，写真

一12に 示 す よ うに，石 灰 石 に は反応 が み られ ず，1〜3 

程度の 細骨材 （黒色ま た は 褐色の 粒子）に の み反応環 （リ
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写真一9　1℃舗装の劣化 状況

写真
一11 亀甲状の ひ び 割れ （端部）

ム ）お よび ASR ゲル が 確認 され た。黒色お よび褐色の 粒

子 は そ れ ぞ れ 安 山岩 お よ び溶結凝灰 岩で ある と同 定され

た。石 灰石 はア ル カ リを 消費 しな い た め に，山砂 中の 限

られた粒子の みが 反応 して い る こ とに注目する必要があ

っ た （ASR が発生す る ア ル カ リ量は 反応性骨材量との 間

の 相対的な関係 で決 ま る と捉 え る ぺ きで あ る）。 した が っ

て ，PC 舗装の よ うに，断面が 薄く，拘束鉄筋量の 少 ない

部材 で ASR が
一

旦 発 生す る と，早期 に 部材の 破壊 に ま で

至 るこ とか ら， 骨材の選定に は十分に 注意す る必 要 が あ

っ た。本事例の 周辺 の 構造物で は，その 後もASR に よ る

劣化事例が 相次い で 発見され て お り，新 た な 警鐘 が鳴 ら

されて い る。

5．2PC 水帽の 層 聖に よ る劣化事例 （11）

　PC 水槽の ASR に よる劣化状況を写真一13お よび 14

に 示 す。水槽 とい う構造物 の 機能 上，内部に 水が 貯留 さ

れ ，内部か ら も常 に 水分 が供給 され る条件 で ある た め ，

ASR の 発 生 しやすい 使用環境条件 下 に あ る 。
　 PC 銅材 に

よ る拘束の 受けな い ，RC 構造の 水槽の 上 面で は亀甲状

の ひ び 割れが発生し，側面で は PC 鋼材に沿 っ た 周方向

お よび 縦方向に 幅 1〜2  程度の ひ び割れカS発生 して い

た。水 槽 の 建設 年 時 は 1980 年 で あ り，ASR 抑 制対 策 以

前の もの で あっ た 。
コ ン ク リートに は 細骨材 と して川 砂 ，

粗骨材 として安山岩砕石 が 用い られ て い た。コ ア の 観察

を 行 っ た結果，安山岩砕石 に は 反応 リム や骨材に多数の

写真一10PC 鋼材に 沿 っ た ひ び割れ （中央部）

写真一t2　コ ア の 破断面 の酢酸ウ ラ ニ ル 蛍光法

　 　 　 　 　 に よ る 観 察 結 果

ひ び割れが 砲認され た 。 ま た ，SEM −EDS 分析 お よ び酢

酸ウラ ニ ル 蛍光法で は，安山岩砕 石 だ けで な く川 砂 の
一

部の 粒 子 に も ASR ゲル の 痕跡 が確 認 され た。本水椿 は，

積雪寒冷地に設置 され て い た こ と か ら，当初は ひ び割れ

の 発生 原因は凍害に よる もの と され て い た。水 密性 が 要

求され る 水槽 で は，ひ び 割れの 発 生が水漏れなどの 深刻

な事態を発 生 させ る こ と もあ るの で ，ひ び割れの 追跡な

どの 点 検強 化 が 必 要 とな っ た。

6．まとめ

　本研究 で は 、 PC お よ び PCa部材 で の ASR に よ る劣化

事例の 検証を行 っ た。こ れらの 事例 か ら現行 の ASR 抑制

対策の 問題点 に つ い て まとめ る と，表一3 に 示す とお り

であ る。

　現在の セ メ ン トの ア ル カ リ量は，ASR 抑制対策 （昭和

61年）と して 提案され た，低 アル カ リ形セ メ ン トの ア ル

カ リ量 （0．6％ 以下）以下の もの が ほ とん どで ある 。 した

が っ て，ASR 抑制対 策 と して 推奨 され て い るア ル カ リの

総量 規制 値 （3．OkgXmi以 下 ） を満 足 しない コ ン ク リ
ー

ト

は，本研究に て ASR 事例 を検証 した高強度コ ン ク リート

（単位セ メ ン ト量が 500aghn3 以上 ）の もの に 限定され

て い る。しか し，反応性が高 い 安山岩砕 石 やペ シ マ ム 現

象が 顕著で あ る川 砂や山砂 を使用 した コ ン ク リートで 実

際 に ASR 発生 して い る事実を考慮す る と，それ らの 反応
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写真一13PC 水槽の 劣化状況 （上 面 ） 写真一14　nc水槽の 劣化 状況 （側面）

表
一3　ASRの 発生原 因 と現行の ASR抑制対簾との 関係

事例 反応性骨材

化学法の

判定鮪 果

（JISA1145 ）

ア ル カリ総量

　（kσ皿
3
）

ASR の 発 生原因

PCa 　I 安山岩砕石 無害でない 2．9 BB の ス ラグ量換率

PC ロπ 川砂 無 轡 3．6 川 砂 （CT ）の ペ シマ ム 現 象

PCa皿 川砂利 無謇 3．8 川砂利 （CT）の ペ シ マム瑰象

PCI 山砂 無害 2．2 山 砂 （CT ）の ペ シマ 厶 現 象

PC 皿 安山岩砕石 無謇でない 『 ASR 抑制対簾以前

CT ： クリス トバ ラ イ ト

性骨材 に 対する ア ル カ リ総量規制値 は 2．Ok 帥n3 程度ま

で さらに厳 し くすべ きで あ っ た と判 断され る。ま た，骨

材 の ASR 試 験 法 で は，化学 法 （皿SAl145 ） に よる判定

が もっ と も普及 して い るが，本試験法の 限界 （適切に判

定が で きない 骨材が ある こ と ） を十 分 に 理 解 し て お くべ

き で あ り，反応性骨材の 種類 に よ っ て は，よ り厳 しい 試

験法 （ASTM 　C　l260や デ ン マ
ーク法）に よ り判定する こ

とが 妥当で あっ た
。 さらに，ASR 抑制対策 の

一
つ と して

高炉セ メ ン トB 種の 使用が推奨され て きた。しか し，現

在，高炉 セ メ ン ト B 種 の 高炉 ス ラ グ微粉末の 置換率 は

42010程度 に設定され て い るが，ASR 抑制を目的 と した使

用 で は高炉 ス ラ グ微粉末の 置換率を さ らに 高い もの に す

べ きで ある と考えられ た。
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